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県
事
業
を
打
ち
切
る
県
の
姿
勢
を
批

判
し
ま
し
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。
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２月定例県議会

２
０
１
８
年
度
の
県
予
算
を
審
議
す
る
２
月
定
例
県
議
会
は
、
２
月

日
か
ら
３
月

日
ま
で
の
会
期

日
間
で
開
催
さ
れ

15

20

34

ま
し
た
。
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
丸
７
年
、
安
倍
内
閣
が
憲
法
改
悪
策
動
を
強
め
、
原
発
再
稼
働
の
強
行
、「
働
き
方
改
革
」

や
「
森
友
」
問
題
な
ど
大
激
動
の
情
勢
の
も
と
で
の
県
議
会
で
し
た
。

共
産
党
県
議
団
は
、
代
表
質
問
に
吉
田
英
策
県
議
、
追
加
代
表
質
問
に
宮
本
し
づ
え
県
議
、
一
般
質
問
に
阿
部
裕
美
子
県
議
、

総
括
質
問
に
宮
川
え
み
子
県
議
が
立
ち
ま
し
た
。
最
終
本
会
議
で
は
、
神
山
悦
子
県
議
が
議
案
へ
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

知
事
に
対
し

て
は
、
原
発
問

題
で
は
、
東
電

川

村

会

長

の

「
こ
の
先

年
20

で
使
用
で
き
そ
う
な
原
発
は
柏
崎
刈

羽
と
福
島
第
二
」
の
発
言
に
抗
議
し
、

撤
回
を
求
め
よ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
の
見
直
し
は
原
発
や
石
炭
火
発

を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
せ
ず
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
に
改
め
る

よ
う
国
に
求
め
よ
と
質
し
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
国
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
答
弁
す
る
の
み
で
し
た
。

し
か
も
、
知
事
は
東
電
川
村
会
長
の

発
言
に
は
一
切
言
及
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
知
事
の
姿
勢
が
厳
し
く
問
わ
れ

ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構

想
関
連
に
約
７
０
０
億
円
を
か
け
る

一
方
で
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
家
庭
へ

の
生
活
・
学
習
支
援
を
し
て
い
る
民

間
団
体
へ
の
わ
ず
か
５
０
０
万
円
の

安
倍
首
相
は
、
今
年
を
改

憲
を
実
現
す
る
年
と
し
て
異

様
な
意
気
込
み
を
示
し
て
い

ま
す
。
憲
法
９
条
に
３
項
を

新
設
し
「
自
衛
隊
」
を
書
き

こ
む
こ
と
で
戦
力
の
不
保
持

と
い
う
９
条
２
項
を
空
文
化

し
、
海
外
で
の
無
制
限
の
武

力
行
使
を
可
能
に
し
、
戦
争

で
き
る
国
づ
く
り
を
狙
っ
て

い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
も
と
で
の
憲

法
改
定
は
許
さ
な
い
、
こ
の

一
点
で
思
想
・
信
条
の
違
い

や
政
治
的
立
場
の
違
い
を
こ

え
て
、
憲
法
９
条
改
定
の
国

会
発
議
に
反
対
す
べ
き
と
知

事
の
認
識
を

質

し

ま

し

た
。知

事
は
、

国
会
で
論
議

さ
れ
る
べ
き

も
の
と
従
来

の
答
弁
を
繰

り
返
す
だ
け

で
し
た
。

榊
原
経
団
連
会
長
の｢

原
発
は
必

要｣｢

感
情
と
経
済
は
分
け
て｣

の
発

言
。
再
稼
働
反
対
は
感
情
論
と
県
民

を
愚
弄
す
る
こ
と
は
許
せ
ま
せ
ん
。

原
発
は
、
高
コ
ス
ト
で
あ
り
、
使

用
済
み
燃
料
の
処
理
方
法
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
何
よ
り
原
発
事
故
は

異
次
元
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

吉
田
英
策
県
議
は
代
表
質
問
で
、
憲
法
９
条
改
悪
、
防
災
、
除
染
不
正

問
題
に
つ
い
て
、
被
災
者
支
援
、
教
員
多
忙
化
、
小
名
浜
港
既
存
埠
頭
や

漁
港
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。



原発事故による県内外避難者数を県は５万人弱と発表していま

す。しかし、この中には県内への区域外自主避難者や、避難元市

町村が避難者としてカウントしている「避難先等で住まいを再建

した」約２万人も含まれていません。

国も県も避難区域内外を問わず、避難の実態を正確に把握すべ

きです。

この間京都、東京地裁の避難者訴訟判決では、自主避難も合理

性が認められるとして追加賠償を命じる判決が相次ぎました。国

の勝手な線引きで被災県民が分断され支援が打ち切られることは

許されません。まず生存権の土台である住宅提供は緊急に再開、

継続すべきです。

●７割が経済的不安—うつ病の危険５６％

—福島大学の第２回双葉住民実態調査からー
福島大学未来支援センターが行った双葉７町村の住民実態調査

で、震災時の住まいに戻った人はわずか５％弱、経済的不安を抱え

ている人は約７０％、さらにうつ病の危険性があるが５６％との結

果が明らかになりました。３月末で賠償が打ち切られても帰還でき

ず、先の見通しが持てない住民の困惑する姿が示されています。加

害者の国と東電に最後まで被災者の生活と生業に責任を取らせる

ことが不可欠です。

県
は
、
風
力
発
電
事
業
者
の
環

境
影
響
評
価
に
意
見
を
述
べ
る

だ
け
で
事
業
者
ま
か
せ
、
集
中
立

地
か
ら
環
境
を
守
る
ル
ー
ル
を

つ
く
る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

阿
武
隈
山
系
で
の
風
力
発
電

事
業
で
は
、
お
よ
そ
５
０
０
基
の

風
車
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
い
わ
き
市
南
部
の
入
遠

野
地
域
に
集
中
立
地
さ
れ
る

「
（
仮
）
三
大
明
神
風
力
発
電
事

業
」
及
び
「
（
仮
）
遠
野
風
力
発

電
事
業
」
は
巨
大
風
車
が
３
５
基

集
中
立
地
さ
れ
ま
す
。

急
傾
斜
地
で
の
土
砂
災
害
、
沢

水
・
地
下
水
利
用
地
域
で
の
飲
料

水
や
生
活
用
水
の
悪
影
響
、
低
周

波
・
超
低
周
波
に
よ
る
健
康
被

害
、
風
車
で
の
山
火
事
や
景
観
の

激
変
等
が
心
配
さ
れ
る
と
し
て
、

集
中
立
地
を
規
制
す
る
ル
ー
ル

を
つ
く
る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

計
画
地
の
ふ
も
と
行
政
区
で

は
建
設
中
止
を
求
め
、
住
民
の
９

割
が
署
名
。
国
と
県
に
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

新
潟
県
は
、
原
発
事
故
検
証

の
中
で
、
福
島
県
の
自
主
避
難

者
の
８
割
が
戻
っ
て
い
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
本
来
福
島
県
が
行

う
べ
き
も
の
。
全
て
の
避
難
者

の
実
態
調
査
の
実
施
を
求
め

ま
し
た
。
知
事
は
こ
れ
ま
で
通

り
の
支
援
の
中
で
調
査
す
る

と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。帰

還
困
難
区
域
を
除
く
避

難
区
域
の
精
神
的
賠
償
は
３

月
末
で
打
ち
切
ら
れ
ま
す
。
帰

還
困
難
区
域
に
は
ふ
る
さ
と

喪
失
慰
謝
料
を
認
め
ま
し
た

県
は
、
１
９
年
度
か
ら
「
小

学
４
年
生
～
中
学
２
年
生
」

を
対
象
に
県
独
自
の
新
た
な

学
力
テ
ス
ト
を
毎
年
行
う
と

発
表
し
ま
し
た
。
県
民
や
教

師
か
ら
「
子
ど
も
の
ス
ト
レ

ス
が
増
え
る
、
先
生
が
ま
す

ま
す
忙
し
く
な
る
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

１
０
年
連
続
で
全
国
学
力

テ
ス
ト
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

福
井
県
で
は
、
学
力
向
上
を

追
い
求
め
る
あ
ま
り
「
指
導

死
」
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

福
井
県
議
会
で
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
た

こ
と
も
紹
介
。
し
か
し
、
県

教
委
は
強
行
す
る
方
針
で

す
。

が
、
他
の
区
域
は
帰
還
を
前

提
に
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
実
際
に
戻
っ
た
住
民

は
避
難
区
域
全
体
の
１
５
％

に
過
ぎ
ず
、
生
活
費
増
加
分

を
含
む
精
神
的
賠
償
の
継
続

を
国
と
東
電
に
求
め
る
べ
き

で
す
。

全
国
に
誇
れ
る
健
康
長
寿

の
福
島
県
を
目
指
し
て
県
民

運
動
を
展
開
、
新
年
度
も
力

を
入
れ
る
と
言
い
ま
す
が
、

増
額
予
算
は
２
億
円
程
度
。

中
身
は
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
健
康
の
自
己
責
任
を

前
提
に
、
ス
マ
ホ
を
使
い
ゲ

ー
ム
感
覚
で
健
康
づ
く
り
す

る
健
康
検
定
な
ど
で
す
。
疾

病
の
予
防
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
に
つ
な
げ
る
取
り
組

み
は
全
て
市
町
村
任
せ
。
が

ん
検
診
の
受
診
料
は
自
治
体

で
大
き
な
開
き
が
あ
る
こ
と

を
示
し
、
県
と
し
て
無
料
化
す

る
な
ど
、
財
政
的
に
も
人
的
に

も
市
町
村
を
支
援
す
べ
き
と

求
め
ま
し
た
。

新
年
度
見
直
さ
れ
る
高
齢

者
福
祉
計
画
で
は
、
１
０
年
来

続
く
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
１

万
人
の
解
消
は
全
く
で
き
ま

せ
ん
。
今
年
度
ま
で
の
３
か
年

で
整
備
さ
れ
た
特
養
ホ
ー
ム

は
僅
か
６
１
７
床
、
２
０
１
８

年
か
ら
３
か
年
で
新
た
に
整

備
さ
れ
る
特
養
ホ
ー
ム
は
８

３
１
床
で
す
。
人
口
１
０
万
人

当
た
り
の
特
養
ホ
ー
ム
整
備

数
全
国
１
位
の
山
形
県
と
比

較
す
る
と
、
総
数
で
は
６
千
７

百
床
少
な
い
と
指
摘
し
、
抜
本

的
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

宮
川
県
議
は
、
総
括
審
査
会
で
風
力
発
電
集
中
立
地
規
制
、

各
研
究
拠
点
施
設
の
運
営
費
負
担
、
低
所
得
者
・
若
者
の
住
宅

支
援
、
復
興
公
営
住
宅
の
収
入
超
過
者
負
担
軽
減
、
放
射
線
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
撤
去
や
新
学
力
テ
ス
ト
の
中
止
、
交
通
弱

者
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

（上）円グラフ双葉郡住民調査から―

国・規制庁が県内のモニタリングポスト測定体制の縮小を打ち

出したことに、全県から心配の声があがっています。３月８日、

新日本婦人の会福島県本部が県に対し「放射線量の可視化は県民

の安心につながっている。安易に撤去せず、住民の意見尊重を」

と要請。県内各首長からも測定の継続を求める声が上がっていま

す。

宮
本
し
づ
え
県
議
は
追
加
代
表
質
問
に
立
ち
、
原
発
事
故
検
証
、

賠
償
継
続
、
県
民
健
康
づ
く
り
、
高
齢
者
対
策
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
リ
ス
ト
ラ
、

只
見
川
水
害
対
策
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

（上写真）風車１基は、いわきのマリンタワーの２.５倍、郡山のビックアイよりも高く、

一枚の羽根は５０メートル以上。近くには入遠野小学校・中学校も。

運営費不足―県民へのツケ回しは許されない

建設された大規模施設は今後次々と運営費不足が見込まれ、国の

財政支援が無くなれば県財政のお荷物になりかねません。しかも、

これらの拠点事業にどれだけ地元業者や県民が関われるかは不明で

す。イノベ構想は国が福島特措法に位置づけて進めた事業。原発事

故に起因する環境や医療の研究施設も運営費は、加害者である国が

当然責任を負うべきであり、県民へのツケ回しは許されません。

２
０
１
８
年
度
県
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
１
兆
４
，
４
７
２
億
円
が
計
上
さ

れ
、
除
染
や
復
興
公
営
住
宅
が
ほ
ぼ
完
成

し
た
と
し
て
、
震
災
・
原
発
事
故
以
降
で

最
小
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
浜
通
り

の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」

関
連
に
、
昨
年
と
同
額
の
約
７
０
０
億
円

を
計
上
し
、
財
界
が
儲
か
る
先
端
産
業
な

ど
イ
ノ
ベ
関
連
に
優
先
配
分
さ
れ
て
い

ま
す
。
新
エ
ネ
構
想
の
下
、
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
促
進

す
る
と
し
、
阿
武
隈
山
系
に
大
型
風
力
発

電
を
集
中
立
地
さ
せ
、
そ
の
た
め
の
送
電

網
整
備
に
８
５
億
円
を
計
上
。
一
般
家
庭

の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
へ
の
補
助
は
わ

ず
か
約
９
億
円
で
す
。
県
内
各
地
の
研
究

拠
点
施
設
は
、
今
後
の
運
営
費
不
足
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
国
の
財
政
支
援
が
な
け
れ

ば
県
政
の
大
き
な
お
荷
物
に
な
る
の

は
必
至
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
県
民
の
暮
ら
し
や
生

業
の
復
興
が
す
す
ま
な
い
中
、
貧
困
対

策
や
子
育
て
支
援
へ
の
予
算
配
分
は

極
め
て
脆
弱
で
す
。
本
来
、
高
校
の
エ

ア
コ
ン
代
な
ど
は
保
護
者
負
担
で
は

な
く
、
県
の
教
育
予
算
で
賄
う
べ
き
で

す
。
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
の
県
民
運
動

は
わ
ず
か
２
億
円
の
増
額
に
と
ど
ま

り
、
県
民
の
健
診
費
用
へ
の
補
助
は
な

く
市
町
村
ま
か
せ
で
す
。
特
養
ホ
ー
ム

な
ど
介
護
施
設
の
増
設
も
わ
ず
か
で
、

入
院
ベ
ッ
ド
も
削
減
す
る
方
針
で
す
。

県
の
予
算
を
大
型
事
業
優
先
か
ら
福

祉
優
先
に
転
換
す
れ
ば
、
県
民
の
く
ら

し
応
援
は
十
分
可
能
で
す
。

昨年３月末の自主避難者に続

き、今年の３月末で楢葉町の住宅

無償提供が打ち切られます。県の

報告では、楢葉町の戸別訪問では

２月末時点の移転先未定が２２

世帯あり、強制追い出しは止める

べきです。来年３月末には川内

村・川俣町、帰還困難区域を除く

南相馬市、葛尾村、飯舘村で避難

区域住民の仮設住宅を打ち切る

方針です。入居者のうち、半数に

あたる１４６７世帯が本年２月

末時点で移転先未定となってい

るため、県は新年度から戸別訪問

を行い退去に向けた支援を行う

としています。しかし、避難解除

地域の８割の避難者が戻れない

状況にあることから、住まいを奪

うような仮設住宅の打ち切りは

止めるべきです。

ひだんれん県交渉(11/1)

知事は２月議会で、米の全量全袋検査を

早ければ２０２０年産米から抽出方式に切

り替えることを明らかにしました。主食で

ある米の安全性を求める消費者の要求は根

強く、全袋検査が安全を担保してきました。

それでも福島県産米は買い叩かれ、震災前

の価格には戻っていません。全袋検査が中

止になれば安全の保証は揺らぎ、新たな風

評被害や買い叩きの口実にもなりかねませ

ん。農業の復興にも逆行します。県内各地

のＪＡからは

継続を求める

声が上がって

いるのは当然

です。

●大盤振舞いのイノベーション・コースト

構想・研究拠点施設～早くも破綻が露呈
浜通り復興の原動力と位置付けるイノベーション・コースト構想

関連事業や各地の研究拠点施設整備に、国と県が一体で多額の復興

予算を投入してきました。イノベ構想には、温暖化対策に逆行する

民間のＩＧＣＣ型石炭火発２基も含まれます。その石炭輸入増に対

応するため小名浜東港に水深１８ｍの新たな埠頭を設置する計画

で、東港整備費は３８４億円増の１３３７億円に膨らみます。

一方、郡山で運営を開始した医療機器開発支援センターは、早く

も基金が底をつく見込みとなり、新年度から運営費の一部を一般会

計から繰り入れるなど、既に財政破綻が露呈しています。

本松市東和地区の仮設焼

却施設についても、住民合

意がないままに進めるべ

きでないと見直しを求め

ました。

県農民連が県交渉(9/19)

田村市大越地区の木質バイオマス発電燃料

に、放射能で汚染された県産木材の樹皮（バー

ク）を使用する計画に対して、地元大越地区の

過半数を超える住民が「木材は樹皮に最も放射

能が集積する」として、反対の署名を市議会に

提出、議会はこれを採択しました。「測って１０

０ベクレル以下しか使用しないから安全」と説

明されても、住民の不安は払拭されません。強

行は止めるべきです。

環境省は、二本松市原セ地区で生活用道路の路盤材として、除

染の除去土壌を使う実証事業を行います。南相馬市では１２億円

もかけて実証事業を行ったが、住民からは「多額の費用や安全性

にも疑念がある」と白紙撤回の声が出されています。全国のモデ

ルにされかねず、除去土壌の再生利用は中止すべきです。また二

住民団体の皆さんが県へ申し入れ(2/20)



日本共産党県議団は、平成３０年度福島県一般会計予算をはじめ知事提出議案１１１件の

うち１００件に賛成、１１件に反対しました。議員提出議案１件、新規意見書１６件、新規

請願７件のうち「憲法９条改正反対」、「働き方改革反対」の意見書については日本共産党と

民進党・県民連合会派が賛成しましたが、反対多数で否決されました。

阿
部
県
議

は
一
般
質
問

で
、
日
本
一

子
育
て
し
や

す
い
県
、
ひ

き
こ
も
り
対

策
、
障
が
い
者
対
策
、
特
別
支
援
学

校
設
置
、
男
女
平
等
、
伊
達
市
の
イ

オ
ン
モ
ー
ル
出
店
計
画
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ネ
ウ
ボ
ラ
）
は
、
子
ど
も
の
成
長

・
発
達
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族

全
体
の
心
身
の
サ
ポ
ー
ト
も
担
い
、

児
童
の
虐
待
や
夫
婦
間
の
Ｄ
Ｖ
の
早

期
発
見
や
予
防
に
も
つ
な
が
る
大
事

な
事
業
で
す
。
し
か
し
、
予
算
は
県

内
全
市
町
村
に
設
置
と
言
い
な
が
ら
、

僅
か
２
千
２
百
万
円
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

県
内
全
市
町
村
で
の
早
期
設
置
を
求

め
ま
し
た
。

本
県
の
児
童
虐
待
の
通
告
件
数
は

前
年
か
ら

人
増
え
、
過
去
最
高
の

73

６
４
６
人
で
す
。

若
者
の
居
場
所
づ
く
り
「
ユ
ー
ス

プ
レ
イ
ス
事
業
」
は
県
内
５
か
所
で

実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

で
終
了
し
、
市
町
村
事
業
に
移
行
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
な
っ

て
い
る
の
は
福
島
市
の
み
で
す
。
こ

れ
ま
で
利
用
し
て
い
た
人
た
ち
の
行

き
場
を
な
く
さ
な
い
よ
う
よ
う
に
県

が
継
続
す
べ
き
で

あ
り
、
ま
た
、
40

歳
以
上
の
ひ
き
こ

も
り
の
実
態
調
査

を
求
め
ま
し
た
。

教
育
費
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
は

保
護
者
の
強
い
要
望
で
す
。

県
立
高
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
と
燃

神
山
悦
子

県
議
は
最
終

本
会
議
で
議

案
の
討
論
に

立
ち
ま
し
た
。

冒
頭
に
、
学
校
法
人
「
森
友
学
園
」

に
関
す
る
公
文
書
改
ざ
ん
は
、
国
民

主
権
と
議
会
制
民
主
主
義
を
壊
す
歴

史
的
犯
罪
と
指
摘
。
真
相
の
徹
底
究

明
を
求
め
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

内
堀
知
事
は
、
全
国
の
相
次
ぐ
原

発
再
稼
働
に
一
言
も
言
及
せ
ず
、
東

京
電
力
の
川
村
会
長
と
、
経
団
連
榊

原
会
長
の
「
原
発
は
必
要
」
と
県
民

を
愚
弄
す
る
発
言
に
対
し
て
も
抗
議

す
ら
し
な
い
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し

ま
し
た
。

医
療
・
介
護
、
子
育
て
支
援
、
貧

困
対
策
予
算
は
不
十
分
で
す
。
ま
た
、

不
足
し
て
い
る
医
師
・
看
護
師
、
介

護
士
、
保
育
士
や
放
課
後
児
童
支
援

員
を
確
保
す
る
人
件
費
助
成
な
ど
、

県
独
自
の
目
に
見
え
る
支
援
は
な
く
、

医
療
・
福
祉
の
予
算
拡
充
を
求
め
ま

し
た
。

浜
通
り
復
興
の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」
は
、
今
後
の

運
営
費
等
に
県
民
負
担
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
す
で
に
、
赤
字
が
判
明
し
た

医
療
機
器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

新
年
度
か
ら
県
民
の
税
金
で
２
億
円

強
を
投
入
。
さ
ら
に
、
県
工
業
団
地

の
地
域
開
発
事
業
に
も
１
３
億
３
千

万
円
を
投
入
し
ま
す
。
県
の
見
通
し

の
甘
さ
の
ツ
ケ
を
県
民
に
回
す
べ
き

で
な
い
と
指
摘
。
ま
た
、

歳
以
上

70

の
シ
ニ
ア
運
転
者
講
習
な
ど
の
各
種

手
数
料
引
き
上
げ
に
は
反
対
し
ま
し

た
。「

民
泊
」
条
例
案
は
、
全
国
の
観

光
地
で
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
規
制

を
強
化
す
べ
き
で
す
。

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
合
わ
せ

て
教
職
員
定
数
を
削
減
す
る
の
で
は

な
く
、
正
教
員
の
増
員
こ
そ
必
要
と

求
め
ま
し
た
。

憲
法
９
条
改
悪
、
働
き
方
改
悪
に

反
対
す
る
意
見
書
、
県
民
の
く
ら
し

や
復
興
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
消

費
税
率

％
へ
の
増
税
中
止
の
意
見

10

書
は
可
決
を
求
め
ま
し
た
。
教
育
費

父
母
負
担
軽
減
を
求
め
る
請
願
は
、

採
択
を
求
め
ま
し
た
。

料
代
負
担
は
、
当
然
県
が
負
担
す
べ

き
と
求
め
ま
し
た
が
「
保
護
者
が
負

担
す
べ
き
も
の
」
と
教
育
長
は
冷
た

い
答
弁
で
し
た
。

地
元
の
商
工
業
者
を
守
る
立
場
か

ら
出
店
に
つ
な
が
る

よ
う
な
都
市
計
画
の

変
更
は
、
認
め
な
い

方
向
で
土
地
利
用
の

広
域
調
整
を
図
る
べ

き
と
質
し
ま
し
た
。

伊達地区の特別支援学校設置について県

教育委員会は、旧保原小跡地に建設するこ

とを明らかにしました。２０

１８年度に着工し、２０２０

年度に開校する計画です。保

護者のみなさんの長年の要望

が実現します。


